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技術の概要

国の機関　          1件　（九州　　0件　、九州以外　1件　）　
自治体　　　      10 件　（九州　　0件　、九州以外　10件　）　
民　 間　 　　約200 件　（九州　　0件　、九州以外　200件　）　

３．技術の効果

・リサイクル率向上
・埋立処分量抑制による最終処分場の残余容量ひっ迫化緩和
・環境負荷の低い土木資材の供給

４．技術の適用範囲

製造された造粒石は再生砕石と同等の強度と土壌環境基準に適合する品質を有し、再生砕石(RC-40)
に混合して路盤材料としての利用が可能である。また、造粒石は単体でも土砂等の代替資材として盛
土・埋め戻しに利用できるほか、土壌表面に敷設することで雑草の生育を抑制する防草材料としても利
用可能である。
また、実用例として、東日本大震災による津波被害、建物の倒壊などで生じた災害廃棄物は建設系混
合廃棄物に近い性状であることから、造粒技術を活用して災害廃棄物処理業務を受託している。（福島
県沿岸部、宮城県南三陸町)

２．技術の内容

５．活用実績

 安全・防災　 　維持管理  　 環境　　コスト　　ICT　　品質　 　　　（該当分類に〇を付記）

 従来、建設系混合廃棄物の選別残さは再生利用が困難であり、管理型最終処分場へ埋立処理せざる
を得なかった。当社では100％再資源化を目指すべく、精選別－原料化－造粒固化のプロセスを経て再
生土木資材「造粒石」を製造する「造粒固化技術」を、東北大学との共同研究によって開発した。
また、この技術を応用し、廃石膏ボードを原料とした造粒石の製造技術を確立した。

選別残さ、廃石膏ボード等をサイズ調整した後、造粒石の原材料となる不燃物を抽出する。次に、抽出
した原材料を粉砕して均一サイズに整え、専用ミキサーに固化材や水等を加えて加工（造粒固化）し、造
粒物製品を製造する。
造粒処理により廃棄物由来の有害物質の溶出が抑制され、土壌環境基準に適合する高品質の製品を
得る事ができる。

１．技術開発の背景及び契機
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６．写真・図・表
(1)当社のリサイクルフロー

（2）造粒石の用途例


